
武田薬品工業株式会社新研究所の環境保全に関する協定書(素案) 
  

 協定の項目  協定で規定する内容 

 第１条 目的  協定の理念、目的を示す。 

 第２条  事業者の責務  武田薬品は、新研究所の運営にあたって、法令
を遵守し、かつ、協定に定める事項を誠実に履
行する。 

 第３条  鎌倉市の指導・助言 鎌倉市は、武田薬品に対し、この協定を履行す
る上で、環境保全上必要と認められる範囲内で
指導、助言できる。 

 第４条  リスクコミュニケー 
         ション 

 鎌倉市及び武田薬品は、周辺住民とのリスク 
 コミュニケーションに努める。 

 第５条  情報公開への協力 武田薬品は、鎌倉市が周辺住民とのリスクコミ
ュニケーションを図るために行う新研究所の安
全に関する情報の公開に個人情報等を配慮した
中で協力する。 

 第６条  温室効果ガス対策  武田薬品は、二酸化炭素等の温室効果ガスの 
 排出削減に努める。 

 第７条  大気汚染防止対策 武田薬品は、ボイラー、ガスエンジン、廃棄  
物焼却炉等物を燃焼させ排出ガスが発生する設
備について、大気汚染防止に関する管理目標を
定める。 

 第８条  水質汚濁防止対策 武田薬品は、新研究所の排出水について、公  
共用水域及び地下水に影響を及ぼさないように
するとともに、公共下水道への排除について管
理目標を設ける。 

 第９条 騒音、振動防止対策 武田薬品は、新研究所から発生する騒音、振動
について管理目標を定める。  

 第１０条 悪臭防止対策 武田薬品は、新研究所から発生する悪臭につ  
いて管理目標を定める。 

 第１１条  緑地の保全 
武田薬品は、地域特性にあった樹種による緑  
地の保全に努める。 

 
  



 第１２条  化学物質の安全管 
      理 

武田薬品は、新研究所で取り扱う化学物質に  
ついて、法令等を遵守するとともに、使用にあ
たっては事前に化学物質の安全性を評価したう
えで、安全上の措置を講じる。 

 第１３条  バイオテクノロジ 
      ー作業の安全管理 

武田薬品は、新研究所で行うバイオテクノロジ
ー作業について、法令等を遵守するとともに、
「神奈川県バイオテクノロジー環境安全管理指
針」に基づく情報提供を行い遺伝子組換え実験
を安全に行う。 

 第１４条  微生物の安全管理 武田薬品は、新研究所で取り扱う微生物につい
て、法令等順守し安全な管理を行う。 
「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療
に関する法律」に定める特定病原体等を使用す
る研究計画が生じた場合には、事前に必要な対
策を講じ安全に実験を行う。 

 第１５条  放射性物質の安全 
           管理 

武田薬品は、放射性物質又は放射性物質を内蔵
した機器を使用する業務について、法令等を遵
守し安全に使用する。 

 第１６条  廃棄物対策 武田薬品は、廃棄物の処理について、法令等を
遵守するとともに、廃棄物発生量の抑制及び再
資源化に努める。 
廃棄物処理の管理責任者を定め、従事者には種
類別の処理方法を周知徹底するとともに、委託
処理を行う場合は、化学的性質や注意すべき事
項を委託先に通知し適切な処理を行う。 

 第１７条  災害、事故防止対 
           策 

武田薬品は、適切な除害設備、防火・消火設  
備等を設置し、災害・事故の未然防止を図る。
従事者には事故に関する教育、訓練を定期的に
実施する。 

 第１８条  地震対策 武田薬品は、新研究所の建築物や実験設備等は、
大規模地震を想定した免震性を確保し、地震発
生時の漏出、火災、爆発対策に努める。 
従事者には地震発生を想定した教育、訓練を定
期的に実施する。 

 第１９条  環境安全組織の整 
           備 

 武田薬品は、新研究所における環境保全に関す
る組織を整備する。 
環境保全に関する業務を総括する統括者と担当
者を選任し、環境保全業務を推進する。 

 
 
  



 第２０条  施設の維持管理 武田薬品は、新研究所の各設備について定期  
的に保守点検を実施するとともに、常にその性
能が十分に発揮できるように維持管理を適切に
行い事故等の未然防止を図る。 

 第２１条  事故時の措置 武田薬品は、事故により環境汚染が発生し、ま
たは発生するおそれがある場合は、その事故の
復旧に努めるとともに、鎌倉市に通報する。 
鎌倉市は、通報を受けた事故の拡大及び再発防
止のための指導を行うことができる。 
武田薬品は、鎌倉市と協議のうえ周辺住民に  
状況等を説明する。 
鎌倉市は、武田薬品と協議し、鎌倉市の立入検
査に周辺住民を同行させることができる。 

 第２２条  測定及び報告 武田薬品は、大気汚染、水質汚濁、騒音、振  
動等の環境測定を定期的に実施し、鎌倉市に情
報提供する。 

 第２３条  立入検査等 鎌倉市は、この協定の施行に必要な限度におい
て、研究所その他の場所に立ち入りし、施設、
帳簿書類その他の物件を調査することができ
る。 

 第２４条  苦情の処理 武田薬品は、周辺住民からの苦情相談には誠  
実に対応し、相談窓口を設置する。 

 第２５条  被害発生時の措置 武田薬品は、新研究所の運営に伴い周辺環境に
被害が発生した場合、 その被害に対し誠意を持
って対処する。 

 第２６条  環境保全教育の徹 
           底 

武田薬品は、従事者に環境保全に関する教育と
訓練を定期的に実施する。 

 第２７条  違反時の措置 武田薬品が協定に違反した場合は、鎌倉市は  
必要な指示を行う。 

 第２８条  その他 協定に関する疑義が発生した場合は、両者で  
協議する。 

 別表（管理目標） 大気汚染、水質汚濁、騒音、振動、悪臭につい
て、法令基準以上の管理目標を示す。 

 
 

 


